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研究成果の概要（和文）： 

 
本研究では，踊り手が与える印象によって観察者の注目する箇所がどう変わるのか明ら

かにする事を目的としている．それを明らかにすることによって，舞踊動作を学習する際

のポイントとなる動作の特徴を学習者に与える事ができると考える．まず，踊り手が観察

者に対して特定の印象を与えるために創作した舞踊動作から運動特性を抽出し，与えたい

印象によって，観察者側の注視点が変わるかどうか検討を行った．さらに，舞踊学習にお

いて学習者の視線と踊り手が与えたい印象の関係性の可視化を試み、舞踊動作学習のポイ

ント探索を行った．これを元にある印象を与えたい舞踊動作を学習する時にポイントとな

る部分を教示できるシステムの構築を行っている． 
 
 
研究成果の概要（英文）： 

The purpose of this study is to identify the quantitative analysis of relationship 
between human's motion kinematics or dynamics and the gaze point of the motion. A 
gaze point was changing by impression when subject learn dance's movement. And, it 
was suggested that there were related motion characteristics and gaze point. 
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１．研究開始当初の背景 
近年，伝統芸能や武道の技を保存するため，

ビデオカメラやモーションキャプチャなどが

用いられ，動作解析や動作データの保存方法

など様々な形で研究がなされている．また，

舞踊動作を保存するという点においてバレエ

では，舞踊動作を音楽の楽譜のように記号化

したラバノーテーションなど舞踊譜を用いた

動作保存の研究もなされている．しかし，民

族舞踊では，ラバノーテーションのような舞

踊譜によって，動作が記号化されているもの

は少なく，その相承や保存は，師匠から弟子

への体得による相承か舞踊動作そのものをビ

デオカメラによって撮影し，保存する方法が

一般的であるため，その舞踊がきちんと相承

されるかは，疑問が残るところである．  

そこで，師匠となる踊り手の注視位置を舞

踊動作の学習や保存に利用することで，これ

までに無い学習システムの構築や伝統芸能の

保存システムができる可能性があると考え研

究を行うようになった． 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は，感性的な印象を与える動

作獲得に対して，観察者のスキルによる注視

情報を考慮した舞踊動作相承システムの構築

とそのシステムの検証を行うことである．  

 

３．研究の方法 
これまでの舞踊動作と主観的印象との関連

性を調べる研究では，踊り手が与えたい印象

とその運動特性との関連性は，検討されてこ

なかった．本研究では，まず師匠となる踊り

手が与えたい印象とその運動特性との関連性

を明らかにする． 

師匠となる踊り手の与えたい印象と運動特

性との関連性の結果を元に，次に，学習者に

よって，師匠となる踊り手が行った舞踊動作

と同じ動作を学習させる． 

学習時には，師匠の注視点を計測し，ある

印象を与える時の舞踊動作における決め所

のポイントを明らかにする．例えば，なめら

かな印象を与える舞踊動作では，手首から指

先のしなり具合や関節間の動きが舞踊動作

の決め所になるなど観察するポイントを調

べる．注視点を調べることで，舞踊動作のポ

イントとなる身体的特性を見つけることに

つながる． 

舞踊動作学習時における師匠の注視点を

計測し，決め所となるポイントによって，ビ

デオカメラをコントロールするシステムの

構築を行う． 

 
４．研究成果 

4.1.手先軌道及び注視点関連性の検討 

9つの印象評価因子によって測定した舞踊

動作から2次元の動画像解析を行い，手先軌道

と観察者の注視点との関連性を検討する．手

先軌道の例としてFig.1に明るい舞踊動作の

イメージで踊ってもらった時の手先軌道とFi

g.2に暗い舞踊動作のイメージで踊ってもら

った踊りの手先軌道を示す． 

 

 

 

 

 

 

次に，舞踊動作を学習するつもりで観察者

にその映像を見てもらった．その際，観察者

には，アイマークレコーダを付けてもらいど

の部分を注視しているのかの計測を行った．

今回は，予め観察者には，どのような印象を

イメージした踊りであるか伝えてから実験



を行った． Fig.3 と Fig.4 に注視点の計測を行

い，停留点回数分析を行った結果を示す．

Fig.3 は，明るいイメージの踊りの結果で，

Fig.4 は，暗いイメージの踊りを観察した結果

である．それぞれ注視している部分の回数に

よって，パターン分けがされている．注視時

間は，最低でも 1 秒以上とした． 
観察者に明るいイメージの踊りを見てもら

った場合，足から体幹部分，手先とまんべん

なく視線を動かし，注視している事が伺える．

さらに腕の振りが大きくなる肩から手先ま

での部分をより注視している傾向がみられ

た．これは，踊り手が動作に明るい印象を与

えるために，腕を大きく動かし肩より上方で

行っていた動作に観察者が着目したためと

考えられる． 
一方，暗いイメージの踊りを見てもらった

場合は，腰より下の部分と肩から頭部にかけ

ての部分を注視している傾向があった．これ

は，踊り手が動作に暗い印象を与えるために，

腰の重心を落とし，肩から首にかけての動き

で暗い印象を与えるよう動作していたため

と考えられる．これらの結果から，印象の異

なる動作を学習する際には，注視する箇所や

回数が異なっており，動作の特徴と関連性が

ある事が示唆された．これらを定量的に示す

ことによって，今後舞踊動作の学習，指導に

利用を試みる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

4.2.学習者の印象評価による舞踊動作の分類 

学習者に対して学習するつもりで17種類の

踊りを見るように指示し，9つの単語対を数直

線で評価するアンケート行った．そのアンケ

ートをレーザーチャートにより可視化し，ア

ンケートの評価値と合わせて視覚的にそれぞ

れ17つの踊りを印象評価により分類した．そ

の結果，Fig.5のように踊りを印象により7つ

に分類することができた．なお，図中の踊り

の名称は，学習者の得た印象名ではなく，踊

り手の表現した印象名となっている．今回評

価をレーザーチャートにより可視化すること

で，踊りに含まれる印象要素は一つだけでは

ないことが確認しやすくなった． 

さらに，印象評価をもとに分類した各分類内

の踊りを比較することで，各分類の動作特

徴の抽出を行った．抽出方法は，まず，学

習者に見せた踊りのデータをもとに，各踊

りにおいて，ある動作の前後に変化が見ら

れる部分を1動作として1つの踊りを複数の

動作に分割し，次に，それらの複数に分割

した動作を各分類内の踊り同士で比較する

ことで，共通動作や類似動作の有無を調べ

るものである．Tab.1は分類3に属する「小

さい」，「軽い」，「弱い」の3つの踊りを

上記の抽出方法を用いて，それぞれの踊り

に含まれる動作が共通または類似動作であ

るのかをまとめたものである．この表より，

分類3に属する踊りのように「小さい’」，

「軽い’」，「まとまりがある’」，「弱い’」

(‘は学習者の評価内容を意味する)などが 

 

 

 

 

 

 

Fig.3. Results of gaze times of cheerful dance 

Fig.4. Results of gaze times of gloomy dance 

Fig.4.Classification if dance by impression 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複合された印象を与える踊りにおいて，そ

の要因と考えられる動作は，ゆっくりとし

た動きや手首や腕などのカクカクとした動

きが共通することから，体全体ではなく，

腕や手などの細部における細やかな動作や

全体の動作速度，次の動作へ移り変わる際

の移動距離の短さなどが関係していると示

唆された．また，7つの分類の動作特徴をま

とまたものTab.2に示す． 

本研究では，評価を可視化することで踊り手

が与えたい印象に対しての評価が高いことと，

かならずしもその印象ひとつが飛びぬけて評

価が高いわけではなく複数の印象から踊りが

構成されていることが確認できた．また，分

類した踊りにおける共通の動作を抽出するこ

とができた． 
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Tab.1. Movement characteristics of classification 3 

Tab.2. Movement characteristics of classification 


